
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和２年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマ
イプランの成果指標を達成した教師８
０％以上

・学力向上支援教員の指導・助言の元に、児童
の学習実態に応じた学力向上プランをまなびつく
り部で計画し職員一丸でとなっての取組。
・教師自身がマイプランを意識しての学力向上へ
の取組。 B

・朝のチャレンジタイム、再テストで繰り返し問題に取り組み
学力の定着を目指している。今後は個人差、個人の苦手分
野の把握につとめ学習計画を立てる必要がある。
・ほとんどの教師がマイプランの成果指標を達成することが
できている。 B

・朝のチャレンジタイムは、児童の実態に応じた問
題を選んだり、担任以外の職員に入ってもらったり
して、一定の効果があった。70％の児童がチャレン
ジタイムでの伸びを感じていた。
・年間を通して、再テストを実施したり、個別の対応
をしたりしたことで、算数においては、学力状況調
査でも伸びがあった。

A

提言：児童や先生に対しての取組
・１日の学習に対しての振り返りをさせる。自己採点や自己評価をさせ
る
・教師は、１日に1回は必ず発言させるように工夫する。
提言：学年に応じた学習計画表を作成し、家庭学習に取組めたらいい
と思います。
意見：ほとんどの教師がマイプランの達成ができているのはよい。
意見：先生方の具体的な取り組みにより、自分たちで立てたプランが遂
行され、成果を上げている。先生方の意欲を感じた。

・まなび部
・学力向上支援教員（稲富）
・学力向上対策コーディネーター
（馬場）
・研究主任（古賀）

○（学校独自重点取組・任意）
主体的で対話的な学習活動を主体とし
た、授業づくりの共通実践

○「友達との話し合う学習活動を通し
て、自分の考えが広がったり深まったり
した」ことを実感した児童75％以上

・学力向上支援教員による授業改善に向けた指
導や研修の実施。
・校内研究と連動しての授業改善への取組。 C

・ペア学習や全体での話し合い、学び合いの場を設け、
主体的な授業展開をどの学級も心掛けてる。今後は
「書く」ことにも力を入れていく必要がある。書く時間を意
識させたり、内容にも目を向けられるようにしたい。 B

・ペアでの学習や全体での話し合い活動を取り入れた授業づ
くりを行うことができた。児童の75％が授業での話し合い活動
を肯定的に捉えていた。
・書く活動をどの学年でも取り入れた授業づくりを意識して行
うことができた。今後は、書かせるだけでなく、書き方を身に
付けさせるような手立てを考えていく必要がある。

A

提言：「書く」時間を増やすことが大切だと思います。
意見：友達との学び合いも大切ですが、学力の向上には親の意識や
協力が必要だと思います。
提言：学習活動を通して、考えが広がったり深まる事を実感した児童は
多いと思ったが、一方先生方は主体的な授業展開にもっと力を入れる
必要性を感じている事に、もっと児童を良くしようとする努力を感じる。

・まなび部
・学力向上支援教員（稲富）
・学力向上対策コーディネーター
（馬場）
・研究主任（古賀）

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○1学期と２学期に実施する道徳心のア
ンケートにおいて肯定的な回答をした児
童８５％以上。

・道徳や人権に関わるアンケートの実施（５月、１
１月）。
・人権・同和教育に関する授業実施、道徳科の
研究授業全クラス実施。
・保護者や地域と連携した体験学習の実施。

B

・各学年に応じた教材を使って、授業実践を行っている。道徳科の研究授
業も学年グループで話し合い、授業を行ってる。
・多様性に関する絵本などを用いて、各学年に応じた内容の授業を行っ
た。
・体験学習に関しては、コロナウイルス感染症対策のため、実施できてい
ない。

A

・道徳や人権に関わるアンケートを実施（6月、１１月）した肯
定的な回答をした児童は、８７％で、達成したと考える。
・人権・同和教育に関する授業や、研究授業の実践は計画通
りに行うことができた。
・体験学習に関しては、コロナウイルス感染症対策のため実
施することができななかった。

B

提言：体験学習ができないのは残念ですが、今後はオンライン等での
体験ができればよいと考えます。
意見：自己中心的な児童が多いと感じます。道徳の授業では人を思い
やる心を育てて欲しいと思います。
意見：道徳や人権教育に関して、工夫しながら年齢に応じた教育が行
われていると思っている。

・こころ部

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

〇「いじめ防止に向けた組織的な取組ができて
いる」と回答した職員８５％以上。
〇「不登校児童、不登校気味の児童に対して組
織的な取組ができている」と回答した職員８５％
以上。

・いじめの認知・対応に関するマニュアルの見直
しと研修の実施。
・いじめに至る前の早期発見へ向けた「月ごとの
アンケート」や情報交換会の毎月の実施。
・担任と教育相談、管理職の連携を図り開発的
な生徒指導に取組み、スクールカウンセラー等
の積極的な活用。

B

・毎月のアンケートの完全実施ができている。
・学習への困り感を持った児童や座学ができない、グ
ループ学習に参加できない児童への対応として、養護
助教諭、担任、管理職が一体となって取組むことができ
ている。 A

・いじめについての研修会を行い、定義を確認したり、事案の
状況を共有したりして職員の意識を高めている。また、生活
アンケートを実施し、全職員でいじめの早期対応に努めるこ
とができた。「いじめ防止に向けた組織的な取組ができてい
る」と考えている職員は100%であった。
・不登校児童、不登校気味の児童に対して、関係する職員、
スクールカウンセラー等、連携して対応することができた。取
り組みに対してできていると判断した職員は100%であった。

A

提言：地域やＰＴＡとの連携
　　「親子でするおやこ運動」
意見：不登校の児童がいるのは残念だと思います。
意見：毎月のいじめアンケートの実施はとてもよいと思います。何かあ
たときに学校に相談しやすい環境であって欲しいと思います。
意見：「不登校や問題行動等についての状況について」の調べではほ
とんど0に近い数であり、教室での授業についていけない子どもに対し
ても、それぞれ立場の違った先生たちが加わり連携していることが伺
える。

・こころ部

◎児童が夢をもち、児童が住む地域を
愛することにつながる教育活動

○「将来について夢をもっている」と回答
した児童が８０％以上。
〇「自分が住む川副町が好き」と回答し
た児童が８０％以上。

・地域や保護者と連携した学年行事の
実施。
・生活科や総合的な学習においての探
究的な学習の取組。

B
・地域と連携した、学年行事や総合的な学習の時間の体験
学習については、コロナウイルス感染症に配慮しながら、実
施可能なものを選択し行っている。 A

・コロナ禍において地域や保護者と共に行う行事を選び、対
応策を練りながら実施した。その結果、「将来について夢を
もっている」と回答した児童が100％、「自分が住む川副町が
好き」と回答した児童が98％という目標以上の数値が出てい
た。今後も臨機応変な取り組みが求められると思われる。

A

意見：地域と連携した学年行事は児童が自分が住む川副町を深く知る
筝ができて愛着がわくと思います。
意見：H26年度まち協の小学生に対してのアンケートには、「大きくなっ
たら川副に帰ってきたくない」が多かったが、今では川副が好きと回答
したのが８０％だという事には驚いた。先生方の「心を高める」教育が
この結果に繋がったかと嬉しく感じた。

・こころ部

●安全に関する資質・能力の育成 〇児童生徒の交通事故を０（ゼロ）にす
る。
〇「交通安全に気をつけている」と回答
した児童８５％以上。

・５月に全児童への交通安全教室の実
施。
・月ごと全校朝会や集会活動での交通
安全に関する啓発。 Ｂ

・新型コロナ感染防止対策をとりながら、低学年は計画
通りに、３年以上はＤＶＤを使っての学習をすることがで
きた。また、長期休業前や児童の生活状況に応じて学
級・学年で、交通安全に関する話をしている。現在のと
ころ、児童の交通事故は０である。しかし、校外学習時
の様子や生活の様子を見ていると、継続的な指導が必
要。

Ａ

・年間計画通りに、安全に関する具体的取り組み
を実施することができた。その結果、交通事故は0
であり、９９％の児童が「交通安全を考えて生活し
ている」と答えている。但し、注意を喚起することが
必要なときもあるので、保護者とともに児童の生活
を見守っていきたい。

A

意見：自転車のヘルメット着用や横断歩道を利用するなどがあまりでき
ていないと感じます。
意見：交通事故や不審者などに対する危機管理意識が低い児童が多
いように感じます。
意見：交通安全教室の実施や朝礼等での呼びかけで、大きな事故が
ないことは嬉しい事であるが、地域に戻ると数人の子ども達の危険な
（自転車）運転が目立つのは確かである。

・からだ部

○防災に対する児童の意識の向上と対
応能力の育成

〇「豪雨や地震などの災害に際して適
切な対応ができる」と回答した児童８
５％以上。

・防災に対する職員研修の実施。
・生活科や理科、社会等において横断
的にカリキュラムを計画し防災教育を実
施。
・年３回の避難訓練等の実施。

Ｂ

・防災に対する職員研修を１０月に実施することができ
た。また、児童に向けては、１１月に防災コーディネー
ターによる講話を聞く機会を設ける予定。
・各教科等において、関連する学習では防災に関する
指導をしている。

Ａ

・年間計画通りに、防災に関する具体的取り組み
を実施することができた。９７％の児童が「大雨や
地震が起きたときに自分の命を守る行動ができる」
と答えている。毎年繰り返し訓練をしたり、日々指
導をしたりした結果だと思われる。

A

提言：ＰＴＡ、老人会、自治会が連携協力して、朝夕の交通指導や危険
個所の点検に取組む。
意見：児童に防災講話を聞く時間を設けることはとても良いことだと思
います。これからも継続してください。
意見：職員研修により防災に対する意識の向上になっていると思う。ま
た、児童に対してもいろんな学習機会を与えられている。西川副が川
副町防災指定校であることも頭に入れ、児童たちの指導にあたって頂
きたい。

・からだ部

●業務効率化の推進と時間外勤務時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。目標達成
８５％以上。

・定時退勤日の実施。
・業務記録の実施。
・学校閉庁の実施。
・月ごとの時間外労働時間の掲示。

B
・１週間の退勤時刻の設定を実施、職員会議において
個人の毎月の時間外労働時間を提示し、２か月で90時
間を超えない働き方を職員に意識させる。
・月100時間を超えた職員はいない。

Ａ
・1週間の退勤時刻を設定したことで、月平均で超過勤務時
間が1時間減少した。２ヶ月で９０時間を超えないよう勤務で
きた職員は全体の8２％であった。
・月に100時間を超えた職員はおらず、達成率が１００％で
あった。

A

意見：先生方の健康が大切なので働きすぎには注意して欲しいと思い
ます。
意見：休日出勤されている先生方や夕方6：30過ぎまで仕事をされてい
る先生おみかけることがあります。日々の業務が多すぎると思います。
意見：働き方改革により、時間内での仕事の量が増加したのではない
だろうか？2ヶ月90時間を意識し、先生自身の時間が取りにくくなった
のではないでしょうか。

・管理職

○業務の効率化を図るためのデータ
ベース化

○分掌事務等のデータベース化。目標
達成８５％以上

・データ整理の決まりを設け、過去の
データの整理。

C
・分掌事務の担当者によって、データベース
化に差が見られる。
・過去のデータを削除して、データベース化に
努める必要がある。

Ｂ
・分掌事務のデータベース化が60％まで達成
することができた。
・平成２６年度以前のデータについては、削除
することができた。

A

意見：業務の効率化に努力されていると思います。
意見：業務改善により、データーベース化が進められてきているが、
思った通りに進まないのが現状だと思う。 ・管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別支援教育の充実

○職員の特別支援教育に関する理解と
意識の向上

○「特別支援教育の考え方に基づいた
学級づくりや授業づくりができた」と回答
した職員９０％以上。

・月１回の生・特・教会議の実施及び内
容の見直し。
・特別支援教育に関する研修会の実
施。
・ケース会議の充実、情報の共有。

B
・月１回の生・特・教会議を実施し、児童の生
活状況についての情報交換や共有ができ
た。内容等の見直しについては取組中であ
る。

Ａ
・取り組みができた職員は「だいだいできた」を含めると９５％
になり、特別支援教育への理解が深まってきた。今後は、児
童の情報共有とともに学級づくりや授業づくりについての情
報交換や共有ができるように取り組んでいきたい。 A

意見：特別支援への先生方のスキルが向上が図れるといい
と思います。
意見：特別支援は非常に難しいいものがあると思う。先生方
が児童の生活状況を情報交換で共有し、充実した取り組み
が出来る事に期待している。

・こころ部
・特別支援コーディネーター（德
島）
・教育相談

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価

学校名 佐賀市立西川副小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・いじめ防止と人権教育については、重点項目として次年度も継続的に取組み、不登校０を目指す。
・学力の向上へ向けて、授業の改善、基礎学力の向上、家庭との連携を柱に継続して取組む。
・川副町を愛し、佐賀を誇りに思う児童の育成を目指して、地域との連携・交流を深めながら取組む。
・防災教育を通して自助・公助の精神を高め、児童の防災への対応力を育む。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・全国・県学習状況調査において、県平均に満たない教科が多く、基礎的基本的な学力の向上を図る必要がある。
・主体的で対話的な学習指導の改善に取り組んでいるが、「聞く・話す・書く」を中心とした、さらなる授業の改善が必要である。
・心の教育として「特別の教科道徳」における校内研究、人権・同和教育を継続することで、児童の心を育む必要がある。

２　学校教育目標 「よく学び、助け合う、元気な子の育成　～かしこく、なかよく、たくましく～」

３　本年度の重点目標
・全国・県学習状況調査において、すべての教科において県平均に達するよう、基礎的・基本的な学力の向上を図る。
・主体的で対話的な学習指導の改善に取り組み、特に「聞く・話す・書く」を中心とした授業づくりに取り組む。
・「特別の教科道徳」における校内研究、人権・同和教育に継続して取り組み、優しく豊かな心情を育む。


